
P.4
「ですがクレステッドゲッコーの学名のCorrelophus cilliatus GUICHENOT, 1866 からは一時期
Rhacodactylus 属とされていた事は分かりません。」
• 誤: Correlophus cilliatus GUICHENOT, 1866

• 正: Correlophus ciliatus GUICHENOT, 1866

P.5
「macilarius には更に以下の亜種があります(E. は Eubulepharis , m. は macilarius の略 ).」

• 誤: macilarius

• 正: macularius

• 誤: Eubulepharis

• 正: Eublepharis

P.6
• 誤: 1.2.1.1 目 亜種同士の交配と子の生殖能力

• 正: 1.2.1.2 目 亜種同士の交配と子の生殖能力

P.13
近交程度の説明として「ある個体の両親が互いにどのくらい近縁かを示すもの」と記載していました
が、近交係数と血縁係数を混同しておりました。それぞれの定義は正しくは以下になります。

「もっとも広く使われるものとしてWright(1922) の近交係数がある。F という字で表す。これは同じ先
祖の個体から由来した共通の遺伝子が存在する程度を示すものであって、子はそれぞれの両親のおの
おのの遺伝子の半分ずつを受け取るという事実にもとづいて算出される。」
( 新家畜育種学, 水間 豊, 1996 年, P.108)

「近交係数によって、個体の近交程度はわかるが、共通祖先をもつ2 個体間の遺伝子型の相似度はわか
らない。2 個体間の遺伝的似通いを示す係数として、Wright(1922) は血縁係数を考えた。R という字で
表し、」
( 新家畜育種学, 水間 豊, 1996 年, P.108~109)

P.17
「 数 少 な い 属 間 交 配 の 有 効 例 と し て Experimental Crossing of Two Distinct Species of Leopard 
Geckos, Eublepharis angramainyu and E. macularius(Jitka Jančúchová-Lásková, Eva Landová, Daniel 
Frynta 2015) という論文が書かれています。( 注意 : 属間交配を推 奨するものではありません ).」
• 誤: 属間交配

• 正: 種間交配
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P.27
4.4.5 項 超顕性( 優性) の表の最後が空白ですが、情報の抜けではなく不要な行となります。

P.48
• 誤: モルフ(Morhp)

• 正: モルフ(Morph)

P.50
• * 誤: 例3. 1WCB: ユーブレファリス・マキュラリウス・モンタヌス (F2)

• * 正: 例3. WCB: ユーブレファリス・マキュラリウス・モンタヌス (F2)

P.61
「Blood Emerine(Blood X Emerine) や Clown G(G Projects X Electrics) などがこれにあたります。」

本書で幾度か触れていますが、ヒョウモントカゲモドキのラインの定義は明確ではありません。これ
は育種家が悪意を持ってラインではないものに名前を付けている訳ではなく、慣習に依るところが大
きいのでしょう。

その様な中でBlood Emerine, Blood, Emerine, Clown G, G Projects, Electricsその様な中でBlood Emerine, Blood, Emerine, Clown G, G Projects, Electricsその様な中で をここに記載した事で、
「これらはちゃんとしたラインなのか」という誤解が生まれたかもしれません。これらが本書に記した
Line の定義と同様であるかは、販売している育種家の方の管理方法と血統図等の有無依ります。

裏表紙
• 誤: Dragoness

• 正: Dragonnel
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